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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する説明 

   当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国経済の底堅さ、新興国経済の緩やかな回復に

加え、米国大統領の選挙結果に起因する経済政策への期待から、円安・株高が再加速したことで、更な

る景気回復への期待感が増しました。しかしながら一方では、米国における保護主義への懸念もあり、

先行きに対して不透明な状況で推移いたしました。 

当警備業界におきましては、テロや凶悪犯罪への警戒を背景に警備ニーズは高まっていますが、人件

費の上昇等によるコストアップもあり、厳しい経営環境が続いています。 

このような経営環境のなか、当社グループは会社設立50 周年を機に第 10 次中期経営計画（平成 28 年

４月から平成 31 年３月まで）を策定し、「変革と挑戦」をスローガンに、「新規営業」、「ビルメンテナン

ス等のグループ企業の事業も含めワンストップでサービスを提供するファシリティマネジメント営業」、

「ＴＥＣ－ＣＤ等の拡販」のための専担部署「営業開発部」を新たに設置し、グループ全体の営業力を

強化することで、高い収益性と成長力を目指してまいりました。 

また機械警備事業から撤退する企業から、営業エリア内における約 1,000 件の警備先を無償譲受する

など、機械警備事業の拡大にも努めてまいりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、警備事業、不動産事業が堅

調に推移し、前年同期比増収となりましたが、営業利益、経常利益については、特にビル管理事業にお

いて人件費や外注費等が想定以上に増加したことから、前年同期比減益となりました。 

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

（警備事業） 

警備事業につきましては、「営業開発部」の新設等による営業体制の強化により、輸送警備業務、受託

管理業務は堅調に推移しましたが、巡回業務等の不振により機械警備業務、施設警備業務は減収となり、

売上高（セグメント間の内部売上高は除く）は、11,391 百万円（前年同期比 0.8％）となりました。損

益面では、人件費の増加などにより、セグメント利益（営業利益）は、353 百万円（前年同期比△

18.7％）となりました。 

 

（ビル管理事業） 

ビル管理事業につきましては、グループ各社一体となったファシリティマネジメント営業の強化に努

めましたが、売上高（セグメント間の内部売上高は除く）は、3,938 百万円（前年同期比△2.6％）とな

りました。損益面では、人件費の増加などの経費増加により、セグメント損失（営業損失）は△45 百万

円（前年同期比△167.8％）となりました。 

 

（不動産事業） 

賃貸用不動産収入に加え、仲介手数料並びに販売代理手数料が堅調であったことから、売上高（セグ

メント間の内部売上高は除く）は、145 百万円（前年同期比 459.0％）となりました。損益面では、セグ

メント利益（営業利益）は79百万円（前年同期比669.0％）となりました。 
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（２）連結財政状態に関する説明 

 （資産） 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、27,001 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 2,289 百万

円増加しました。 

流動資産は、14,534百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,242百万円増加しました。 

その主な要因は、現金及び預金が 244 百万円、ＴＥＣ－ＣＤの販売増加に伴い受託現預金が 1,904 百

万円増加したことによるものです。 

 

 （負債） 

   負債は、7,596百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,163百万円増加しました。 

   流動負債は3,791百万円となり、前連結会計年度末に比べ203百万円増加しました。 

その主な要因は、預り金が 1,075 百万円増加しましたが、一方で、買掛金が 99 百万円、未払法人税が

237百万円、未払金が375百万円等がそれぞれ減少したことによるものです。 

固定負債は、3,804百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,960百万円増加しました。 

その主な要因は、受託現預金見合いの長期借入金が1,973百万円増加したことによるものです。 

 

 （純資産） 

   純資産合計は、19,405百万円となり、前連結会計年度末に比べ125百万円増加しました。 

   自己資本比率は前連結会計年度末に比べ6.2ポイント減少の71.7％となりました。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当社グループでは「経営基盤の強化」に向けて「営業開発部」の新設、新事務系システムの稼働によ

る一部事務人員の営業へのシフト、子会社営業担当者の一部を本社の営業部門へ集約するなどを行いグ

ループ一体となった営業体制の強化を図っております。また新入社員の戦力化に伴う中途採用の抑制等

による人件費の圧縮も行い、警備事業、ビル管理事業の売上増、収益率の改善を行っております。 

不動産事業においては、今年度末に向けての成約案件もあり、更なる増収増益が見込まれております。 

このような状況を踏まえ、平成 29 年３月期の業績予想につきましては、平成 28 年５月 10 日付「平成

28年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」において公表しました連結業績予想に変更はありません。 

 

   （連結業績予想） 

売 上 高 22,000百万円 （前期比  5.7％増） 

営 業 利 益  750百万円 （前期比 21.9％増） 

経 常 利 益 860百万円 （前期比 12.3％増） 

親会社株主に帰属する当期純利益 500百万円 （前期比 59.0％増） 
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２．サマリー情報（その他）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 （会計方針の変更） 

 （有形固定資産の減価償却の方法） 

法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」

（実務対応報告第 32 号 平成 28 年６月 17 日）を第１四半期連結会計期間から適用し、平成 28 年４ 

月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しており

ます。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、当該変更に伴う四半期連結財務諸表に与える影響は軽微

であります。 
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（追加情報） 

１．繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を

第１四半期連結会計期間から適用しております。 

 

２．従業員持株会支援信託口における会計処理について 

 当社は、従業員持株会に信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っております。 

 平成27年２月導入の従業員持株会支援信託 

 ①取引の概要 

  当社は、従業員（連結子会社の従業員を含む。以下この項において同じ。）に対する中長期的な当社企業

価値向上へのインセンティブ付与及び福利厚生制度の充実等により当社の恒常的な発展を促すことを目的と

して、従業員持株会支援信託（以下、「ＥＳＯＰ信託」という。）を平成27年２月に導入いたしました。 

当社が当社持株会に加入する従業員のうち、一定の要件を充足する者を受益者とする信託を設定し、当該

信託は信託期間中に当社持株会が取得すると見込まれる数の株式を予め定める取得期間内に取得いたします。 

 その後、当該信託は当社株式を毎月一定日に当社持株会に売却いたします。当該信託は、保有する当社株

式の議決権を当社持株会の議決権割合に応じて行使いたします。 

②信託に残存する自社の株式 

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自

己株式として計上しております。 

 自己株式の帳簿価額及び株式数 

 前連結会計年度        105,326千円、90,100株 

 当第３四半期連結会計期間    64,645千円、55,300株 

③総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額 

前連結会計年度        104,705千円 

 当第３四半期連結会計期間      78,565千円  
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日) 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 調整額 

(注)１ 

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ 警備事業 ビル管理事業 不動産事業 計 

売上高   

 外部顧客への売上高 11,292,660 4,044,954 26,100 15,363,715 ─ 15,363,715

 セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

20,854 545,808 ─ 566,662 △566,662 ─

計 11,313,514 4,590,763 26,100 15,930,378 △566,662 15,363,715

セグメント利益又は損失 434,281 66,486 10,391 511,159 37,267 548,426

（注）１ セグメント利益の調整額は、セグメント間の取引消去によるものであります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日) 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 調整額 

(注)１ 

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ 警備事業 ビル管理事業 不動産事業 計 

売上高   

 外部顧客への売上高 11,391,973 3,938,562 145,899 15,476,435 ─ 15,476,435

 セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

30,960 606,856 ─ 637,817 △637,817 ─

計 11,422,933 4,545,419 145,899 16,114,252 △637,817 15,476,435

セグメント利益又は損失（△） 353,035 △45,086 79,911 387,859 19,995 407,854

（注）１ セグメント利益の調整額は、セグメント間の取引消去によるものであります。 

   ２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

該当事項はありません。 

（のれんの金額の重要な変動） 

該当事項はありません。 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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４．補足情報（ご参考） 

 

当第３四半期連結累計期間における業務別の販売実績は、次のとおりであります。 

（単位：千円、％） 

業務別の名称 
販売高 

前年同四半期比 前年同四半期期比平成28年3月期
第３四半期 

平成29年3月期
第３四半期 

 機 械 警 備 5,884,887 5,842,951 △41,935 △0.7

 輸 送 警 備 1,006,910 1,039,918 33,008 3.2

 施 設 警 備 1,445,499 1,412,949 △32,550 △2.2

 受 託 管 理 1,320,943 1,384,829 63,885 4.8

 工事・機器販売 706,784 679,731 △27,053 △3.8

 警 備 業 務 計 10,365,025 10,360,380 △4,645 △0.0

 ビル総合管理業務 4,972,590 4,970,155 △2,434 △0.0

 不 動 産 業 務 26,100 145,899 119,799 459.0

合 計 15,363,715 15,476,435 112,719 0.7

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
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